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1.  平成22年3月期第3四半期の業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権）を期末資産の部合計で除して算出しております。  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 68,169 △0.3 24,551 6.6 14,496 6.3
21年3月期第3四半期 68,383 ― 23,012 ― 13,637 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 11,882.22 11,879.31
21年3月期第3四半期 11,177.89 11,176.93

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 574,180 106,492 18.5 87,214.28
21年3月期 493,360 98,393 19.9 80,610.55

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  106,403百万円 21年3月期  98,344百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 2,100.00 ― 2,800.00 4,900.00
22年3月期 ― 2,450.00 ―
22年3月期 

（予想）
2,450.00 4,900.00

3.  平成22年3月期の業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 88,000 △2.0 29,500 2.6 17,400 2.4 14,262.04
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4.  その他 
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項
等の変更に記載されるもの） 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 1,220,027株 21年3月期  1,220,000株
② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  ―株 21年3月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 22年3月期第3四半期 1,220,019株 21年3月期第3四半期 1,220,000株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであります。実際の業
績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

2



 

１． 経営成績に関する定性的情報 
 
・当期間の経営成績 
 

当第３四半期累計期間におけるわが国の景気は、製造業大企業を中心に業況感が緩やかに改善し、生産の増加などを

背景に持ち直しています。こうした中、設備投資は下げ止まりつつあるものの、引き続き厳しい雇用・所得環境を映じ

て個人消費は低調に推移しています。また、銀行業界においては、金利低下、資金需要の停滞等収益環境の厳しい中、

経営効率化を進めています。 

以上のような厳しい環境下にもかかわらず、当第３四半期累計期間の当社業績は、減価償却費の減少や経費抑制等に

より、経常収益68,169百万円、経常利益24,551百万円、四半期純利益14,496百万円となりました。 
 

   (経営成績)                                       (単位：百万円) 

 前第３四半期 
累計期間 

当第３四半期 
累計期間 

前年同期間比 

経常収益 68,383 68,169 0.3％減 

経常利益 23,012 24,551 6.6％増 

四半期純利益 13,637 14,496 6.3％増 

 

サービス別の概況は以下のとおりです。 
  

①ＡＴＭサービス 
 

当第３四半期累計期間も、セブン＆アイＨＬＤＧＳ．グループ内外への新規ＡＴＭ設置や利用件数の多いセブン-

イレブン店舗へのＡＴＭ増設を引き続き推進し、ＡＴＭをご利用いただくお客さまの利便性向上に努めました。この

結果、ＡＴＭ設置台数は14,339台になりました。この間のＡＴＭ１日１台当たりの平均利用件数は116.1件（前年同

期間比0.4％増）、総利用件数は448百万件（同6.7％増）と推移しました。 

なお、平成21年12月末現在の提携金融機関数は、提携金融機関の合併等により同年３月末比６社減少し560社（注）

になりました。 

（注） ＪＡバンク及びＪＦマリンバンクについては、業態としてそれぞれ１つとしています。 

 

②金融サービス 
 

平成21年12月末現在、個人のお客さまの口座数は750千口座（同年３月末比8.9％増）、預金残高は1,285億円

（同13.1％増）となりました。そのうち、普通預金は877億円（同14.9％増）、定期預金は408億円（同9.6％増）

となりました。 

 

 平成21年３月期 平成22年３月期 

 
第３四半期 

累計期間 
通期 

第３四半期 

累計期間 

通期 

(予想) 

（ＡＴＭサービス）     

■ＡＴＭ１日１台当たり 

平均利用件数 
115.6件 114.3件 116.1件 114.0件

■ＡＴＭ期間総利用件数 420百万件 555百万件 448百万件 588百万件

■ＡＴＭ台数 13,510台 13,803台 14,339台 約14,550台

（セブン銀行口座）     

■個人口座数 661千口座 688千口座 750千口座 － 

■個人預金残高 1,131億円 1,136億円 1,285億円 － 

うち普通預金残高 775億円 763億円 877億円 － 

うち定期預金残高 356億円 372億円 408億円 － 
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２.財政状態に関する定性的情報 
 
（資産） 

総資産は、574,180百万円となりました。 

このうちＡＴＭ運営のために必要な現金預け金が329,576百万円と過半を占めています。この他、主に為替決済、日

本銀行当座貸越取引の担保として必要な有価証券残高が100,370百万円、提携金融機関との一時的な立替金であるＡＴ

Ｍ仮払金が106,222百万円となっています。 

（負債） 

負債合計は、467,688百万円となりました。 

このうち主なものは預金であり、その残高（譲渡性預金を除く）は244,651百万円となっています。このうち、個人

向け普通預金残高が87,780百万円、定期預金残高は40,803百万円となっています。 

（純資産） 

純資産合計は、106,492百万円となりました。 

このうち利益剰余金は44,149百万円となっています。 

 

   (財政状態)                                       (単位：百万円) 

 前事業年度末 当第３四半期末 増減 

総資産 493,360 574,180 80,819 

負債 394,966 467,688 72,721 

純資産 98,393 106,492 8,098 

 

 

３． 業績予想に関する定性的情報 
 

平成22年３月期の通期業績予想につきまして、当第３四半期のＡＴＭ利用件数が想定を上回って推移したことから、

経常収益88,000百万円（前年同期間比2.0％減）、経常利益29,500百万円（同2.6％増）、当期純利益17,400百万円（同

2.4％増）にそれぞれ見直しております。 

 

 

４． その他 
 
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

① 減価償却費の算定方法 

定率法を採用している有形固定資産については、年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法により算定して

おります。 

② 貸倒引当金の計上方法 

「破綻先」、「実質破綻先」に係る債権等及び「破綻懸念先」で個別の予想損失額を引き当てている債権等以外の

債権に対する貸倒引当金につきましては、中間会計期間末の予想損失率を適用して計上しております。 

③ 税金費用の計算 

    法人税等につきましては、年度決算と同様の方法により計算しておりますが、納付税額の算出に係る加減算項目

及び税額控除項目は、重要性の高い項目に限定して適用しております。 

  ④ 繰延税金資産の回収可能性の判断 

    繰延税金資産の回収可能性の判断につきましては、一時差異の発生状況について中間会計期間末から大幅な変更

がないと認められるため、当該中間会計期間末の検討において使用した将来の業績予測及びタックス・プランニン

グの結果を適用しております。 
 
(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

 該当事項はありません。 
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５．四半期財務諸表 
 (1) 四半期貸借対照表 

(単位：百万円)

当第３四半期会計期間末 
(平成21年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年３月31日) 

資産の部   

現金預け金 329,576 280,589

コールローン － 29,000

有価証券 100,370 88,887

前払年金費用 87 115

未収収益 8,161 7,331

ＡＴＭ仮払金 106,222 54,342

その他資産 1,208 1,092

有形固定資産 12,167 15,998

無形固定資産 15,576 14,777

繰延税金資産 927 1,291

貸倒引当金 △116 △65

資産の部合計 574,180 493,360

負債の部   

預金 244,651 188,111

譲渡性預金 44,300 41,200

コールマネー 5,000 －

借用金 31,000 69,000

社債 90,000 60,000

ＡＴＭ仮受金 32,351 22,677

その他負債 20,295 13,704

賞与引当金 89 273

負債の部合計 467,688 394,966

純資産の部   

資本金 30,503 30,500

資本剰余金 31,742 31,739

利益剰余金 44,149 36,057

株主資本合計 106,394 98,296

その他有価証券評価差額金 9 48

評価・換算差額等合計 9 48

新株予約権 88 48

純資産の部合計 106,492 98,393

負債及び純資産の部合計 574,180 493,360
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(2) 四半期損益計算書 

(単位：百万円)

前第３四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
  至 平成20年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
  至 平成21年12月31日) 

経常収益 68,383 68,169

資金運用収益 701 324

（うち有価証券利息配当金） 463 258

役務取引等収益 67,567 67,785

（うちＡＴＭ受入手数料） 65,150 65,483

その他業務収益 10 －

その他経常収益 104 59

経常費用 45,371 43,617

資金調達費用 2,155 1,681

（うち預金利息） 401 265

役務取引等費用 6,924 7,329

（うちＡＴＭ設置支払手数料） 6,428 6,792

（うちＡＴＭ支払手数料） 265 351

その他業務費用 80 204

営業経費 36,142 34,349

その他経常費用 68 52

経常利益 23,012 24,551

特別利益 25 －

リース解約損失引当金戻入益 25 －

特別損失 23 95

固定資産処分損 23 95

税引前四半期純利益 23,014 24,456

法人税、住民税及び事業税 9,082 9,568

法人税等調整額 295 390

法人税等合計 9,377 9,959

四半期純利益 13,637 14,496
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第３四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
  至 平成20年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
  至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 23,014 24,456

減価償却費 11,168 9,435

貸倒引当金の増減（△） 14 51

リース解約損失引当金の純増減（△） △1,328 －

資金運用収益 △701 △324

資金調達費用 2,155 1,681

有価証券関係損益（△） 74 －

固定資産処分損益（△は益） 23 95

預金の純増減（△） 89,331 56,540

譲渡性預金の純増減（△） 33,810 3,100

借用金の純増減（△） 15,500 △38,000

コールローン等の純増（△）減 △48,000 29,000

コールマネー等の純増減（△） △1,700 5,000

普通社債発行及び償還による増減（△） △15,000 30,000

ＡＴＭ未決済資金の純増（△）減 △39,095 △42,205

資金運用による収入 777 501

資金調達による支出 △2,226 △1,899

その他 △385 △1,585

小計 67,432 75,846

法人税等の支払額 △8,652 △12,780

営業活動によるキャッシュ・フロー 58,780 63,066

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △211,121 △178,380

有価証券の償還による収入 214,400 177,640

有形固定資産の取得による支出 △9,021 △1,762

無形固定資産の取得による支出 △3,449 △5,172

投資活動によるキャッシュ・フロー △9,192 △7,674

財務活動によるキャッシュ・フロー   

ストックオプションの行使による収入 － 0

配当金の支払額 △7,686 △6,405

財務活動によるキャッシュ・フロー △7,686 △6,405

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 41,901 48,986

現金及び現金同等物の期首残高 267,277 280,589

現金及び現金同等物の四半期末残高 309,178 329,576
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

 

  当第３四半期累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

   該当事項はありません。 

 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 

  当第３四半期累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

   該当事項はありません。 
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６．その他の情報 
 

(1) 自己資本比率の状況 
 

 平成21年12月末  （参考）平成21年３月末 

単体自己資本比率（国内基準） 49.18％ 45.05％ 

単体TierⅠ比率 50.11％ 45.99％ 

 
(2)ＡＴＭ都道府県別･店舗形態別設置状況（平成21年12月末現在：47都道府県 14,339台） 

      
地 域 台 数 

ｾﾌﾞﾝ-ｲﾚﾌﾞﾝ ｲﾄｰﾖｰｶﾄﾞｰ 他 
地 域 台 数 

ｾﾌﾞﾝ-ｲﾚﾌﾞﾝ ｲﾄｰﾖｰｶﾄﾞｰ 他 

北 海 道 0857 823 14 20 滋 賀 県 0175  172 － 03

青 森 県 0006 － 04 02 京 都 府 0202  192 01 09 

岩 手 県 0056  053 01 02 大 阪 府 0651  573 11 67 

宮 城 県 0346  331 03 12 兵 庫 県 0415  381 07 27 

秋 田 県 0004 － 02 02 奈 良 県 0067  060 02 05 

山 形 県 0136  134 － 02 和歌山県 0042  040 － 02 

福 島 県 0396  383 03 10 鳥 取 県 0002 － － 02 

茨 城 県 0566  545 04 17 島 根 県 0007  005 － 02 

栃 木 県 0364  346 04 14 岡 山 県 0205  198 01 06 

群 馬 県 0372  367 03 02 広 島 県 0398  389 01 08 

埼 玉 県 0990  910 42 38 山 口 県 0246  242 － 04 

千 葉 県 0913  830 39 44 徳 島 県 0002 － － 02 

東 京 都 2,010 1,764 72 174 香 川 県 0002 － － 02 

神奈川県 1,064 0943 55 66 愛 媛 県 0003 － － 03 

新 潟 県 0437 0428 04 05 高 知 県 0002 － － 02 

富 山 県 0025 0023 － 02 福 岡 県 0706  682 － 24 

石 川 県 0012    8 － 04 佐 賀 県 0141  138 － 03 

福 井 県 0021 0019 － 02 長 崎 県 0085  082 － 03 

山 梨 県 0168 0164 01 03 熊 本 県 0223  215 － 08 

長 野 県 0377 0368 05 04 大 分 県 0078  075 － 03 

岐 阜 県 0082 0076 02 04 宮 崎 県 0141  139 － 02 

静 岡 県 0667 0644 09 14 鹿児島県 0002 － － 02 

愛 知 県 0634 0592 09 33 沖 縄 県 0002 － － 02 

三 重 県 0039 0034 － 05 合  計 14,339 13,368 299 672

 

 
(3)ＡＴＭ利用提携金融機関数（平成21年12月末現在）  

銀行 
信用 
金庫 

信用 
組合 

労働 
金庫 

JA 
バンク 

JFマリン
バンク 

商工組合

中央金庫
証券

生命
保険

その他金融機関 
（ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ会社等） 

合計 

99 260 126 13 1※ 1※ 1 8 8 43 560 
  
※ＪＡバンク・ＪＦマリンバンクについては、業態としてそれぞれを1つとしております｡ 

  
(4)平成22年３月期第３四半期トピックス（平成21年10月～12月） 

・ 10月 成田国際空港で国内初となる制限エリア内にＡＴＭを３台設置（成田国際空港設置のＡＴＭは計８台） 

・ 10月  富山第一銀行、商工中金、海外発行カードのＤＩＳＣＯＶＥＲとＡＴＭ利用提携開始 

・ 10月 複数の口座情報を一括で確認できる「みんなの口座管理。」サービス開始 

・ 11月  海外発行カードのDiners ClubとＡＴＭ利用提携開始 

・ 12月  大東銀行とＡＴＭ利用提携開始 
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